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月
十
五
日

成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

一
月
十
五
日
午
前
十
時
か
ら
本
町
中
央
公
氏
館
講
堂
に
お

い
て
昭
和
町
成
人
式
が
点
人
者
・
来
賓
の
方
々
約
一
五

O

名
の
出
席
を
得
て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

氏
法
第
三
条
で
「
満
二
十
歳
ヲ
以
テ
成
年
ト
ス
」
と
定

め
ら
れ
て
お
り
、
法
律
上
独
立
の
社
会
人
と
し
て
の
地
位

が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
困
氏
と
し
て
の
対
国
家
関
係
て
最
も
重
要
な

送
挙
権
が
与
え
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
国
政
に
、
他
方
政

治
に
参
加
す
る
機
会
が
与
え
ら
れ
、
ま
た
、
財
産
関
係
、

身
分
関
係
な
ど
の
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
、
本
成
年
者
の
場

令
に
与
え
ら
れ
て
い
た
法
律
上
の
保
護
も
、
成
年
者
に
対

し
て
は
そ
の
保
護
は
取
り
去
ら
れ
独
立
の
社
会
人
と
し
て

台
ら
の
判
断
と
責
任
に
お
い
て
行
動
す
る
こ
と
が
要
求
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

著書昭和町空き缶等の散乱防止及び回収

に関する条例が制定されました

総新春恒例の消防団出初め式を挙行… 2P 

恭国籍法・戸籍法の改正について…… 3P

著書家庭教育を考えるつどいを開催

諜少年野球教室が聞かれた…………… 4P

恭昭和町の石造物(3 )・・…...・H ・-・……P5

著書すべり台で事故

諜よりよい親になるために…・・・……… 6P 
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恭 2月の乙よみ……………………… 10P 
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最
近
、
い
た
る
と
こ
ろ

で
空
き
缶
や
、
空
き
瓶
の

散
乱
が
自
に
つ
き
ま
す
が
、

昭
和
五
十
九
年
三
月
二
十

七
日
山
梨
県
条
例
の
制
定

に
基
づ
い
て
、
本
町
で
も

同
年
十
二
月
の
定
例
町
議

会
に
お
い
て
、
本
条
例
が

議
決
、
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
条
例
の
目
的
は

1

空
き
缶
や
空
き
瓶
の
散
乱

防
止
と
回
収
に
つ
い
て
必

要
な
こ
と
が
ら
を
定
め
る

こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
環

境
美
化
と
良
好
な
生
活
環

境
を
ま
も
る
乙
と
に
あ
り

ま
す
。Uω

鉛
側
似
阿
部
出
1

町
民
等
は
、
空
き
缶
や

空
き
瓶
を
散
乱
さ
せ
な
い

た
め
、
家
庭
外
で
の
空
き

缶
等
は
持
ち
帰
る
か
、
回

収
容
器
へ
入
れ
る
よ
う
に

す
る
乙
と
と
、
身
近
な
地

域
、
職
場
で
行
わ
れ
ま
す

空
き
缶
等
の
散
乱
防
止
活

動
に
進
ん
で
参
加
し
、
ま

た
、
町
で
行
う
防
止
活
動

に
協
力
す
る
乙
と
で
あ
り

ま
す
。容

器
入
り
飲
料
を
販
売

す
る
自
動
販
売
機
の
製
造

者
、
販
売
者
(
飲
料
容
器

と
、
容
器
入
り
飲
料
の
製

造
、
販
売
者
を
含
む
)
は
、

空
き
缶
等
の
散
乱
防
止
の

た
め
、
消
費
者
に
対
す
る
宣
伝
と
回
収

奉
仕
団
体
へ
の
協
力
や
町
で
行
う
防
止

活
動
な
ど
へ
協
力
す
る
乙
と
、
ま
た
、

販
売
場
所
へ
回
収
容
器
を
設
置
し
、
周

辺
に
空
き
缶
等
を
散
乱
さ
せ
な
い
よ
う

適
正
に
管
理
す
る
乙
と
な
ど
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

町
は
、
町
民
等
の
散
乱
防
止
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
る
よ
う
に
努
め
る
と

共
に
、
地
域
の
実
態
に
応
じ
た
防
止
活

動
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
防
止
活
動
と
は
、
販
売
業
者
等

に
対
し
て
回
収
容
器
の
適
正
な
管
理
や

土
地
の
占
有
者
に
清
掃
の
指
導
な
ど
を

行
う
乙
と
や
回
収
奉
仕
団
体
へ
の
援
助

を
す
る
乙
と
で
す
。

次
に
、
自
動
販
売
機
の
設
置
届
で
す

が
、
販
売
者
は
、
氏
名
、
住
所
、
設
置

場
所
、
回
収
容
器
の
管
理
方
法
な
ど
を

町
長
に
届
出
す
る
乙
と
と
な
っ
て
お
り
、

届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
届
出
済
証
を

交
付
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
町
長
は
、
回
収
容
器
の
設
置

管
理
の
届
出
を
怠
っ
た
者
に
対
し
て
は
、

勤
告
を
し
、
勤
告
に
従
わ
な
い
場
合
は
、

期
限
を
決
め
て
従
う
よ
う
命
ず
る
乙
と

が
で
き
ま
す
。
乙
の
命
令
に
違
反
し
た

者
に
対
し
て
は
、
そ
の
内
容
を
公
表
す

る
乙
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
乙
の
条
例
は
、
昭
和
六
十
年

四
月
一
日
か
ら
実
施
と
な
り
ま
す
が
、

町
内
に
空
き
缶
や
空
き
瓶
が
散
乱
し
な

い
よ
う
き
れ
い
な
町
ずつ
く
り
の
た
め
に

町
民
の
皆
様
の
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

本
町
消
防
団
は
、
新
春
恒
例
の
出
初

め
式
交
快
晴
に
恵
ま
れ
た
一
月
六
日
、

午
前
九
時
か
ら
押
原
小
学
校
々
庭
で
盛

大
に
挙
行
し
ま
し
た
。

来
賓
多
数
出
席
の
中
、
消
防
団
入
場

パ
レ
ー
ド
、
保
坂
勝
雄
消
防
団
長
の
あ

い
さ
つ
、
石
原
忠
則
町
長
訓
辞
の
あ
と

消
防
団
功
労
者
の
表
彰
、
引
き
続
い
て

服
装
、
機
械
器
具
の
点
検
、
役
場
消
防

隊
に
よ
る
消
防
訓
練
礼
式
、
消
防
固
に

よ
る
ポ
ン
プ
操
法
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。な

お
、
席
上
消
防
功
労
者
と
し
て
次

の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
(
敬
称
略
)

マ
山
梨
県
消
防
協
会
長
表
彰

甲
種
功
労
章

機

長

小

沢

勝

己

(

飯

喰

)

乙
種
功
労
章

部
長
保
坂
己
好
(
清
水
新
居
)

部部
長長

堀
之
内
法
政
(
河

伊
藤
美
義
(
上
河

マ
山
梨
県
峡
中
型
刀
振
興
事
務
附
長
主
宰
彰

部
長
角
野
幹
男
(
西
条
一
区
)

マ
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防

長
表
彰

無
火
災
地
区
感
謝
状

区
長
五
味
義
章
(
西
条
二
区
)

区

長

有

賀

保

(

押

越

)

区
長
山
下
孝
弘
(
河
東
中
島
)

区

長

五

味

美

治

(

河

西

)

区

長

武

井

章

(

上

東

)
河

マ
南
甲
府
警
察
署
防
犯
協
会
長
表
彰

部
長
相
山
一
弘
(
西
条
新
田
)

部

長

畑

野

孝

夫

(

押

越

)

部
長
志
村
光
男
(
河
東
中
島
)

東西

マ
山
梨
県
消
防
協
会
甲
府
地
区
支
部
長

表
彰部

長
部
長

部
長

秋
山
楚
夫
(
西
条
二
区
)

田
中
秀
一
(
築
地
新
居
)

相

原

和

弘

(

飯

喰

)

マ
昭
和
町
長
表
彰

部
長
伊
藤
浩
(
紙
漉
阿
原
)

部
長
浅
川
正
博
(
上
河
東
二
区
)

機
械
係

甲
要
員

佐
野
正
美
(
河

西

マ
昭
和
町
消
防
団
長
表
彰

班
長
金
丸
俊
夫
(
河

機
械
係

甲
要
員

団
員

西

石
原
六
夫
(
清
水
新
居
)

深
川
謹
一
(
西
条
一
区
)

消防団員による小型ポンプ操法
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小
林
氏
表
彰
を
受
け
る

就
任
現
在
に
至
る
、
ま
た
、
昭
和
五
十
七

i
i
f

年
四
月
か
ら
郡
身
体
障
害
者
福
祉
協
議

込
険
機
騒
機
麟

W
V
氏
む
会
副
会
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
お
り
、

機
騒
瀦
繍
機
綾
織
機
欄
繍
繍
炉

格
ニ
乙
の
問
、
心
身
障
害
児
者
の
福
祉
に
深

機
闘
機
織
機
織
機
畿
脳
懇
遺

留

条

い

理

解

h

と
熱
意
を
も
た
れ
心
身
障
害
児

感
議

機

闘

機
騒
畿
匡

司

林

活

者

の

更

生

に

献

身

的

な

援

助

と

協

力

を

選
議
綴
機
織
機
際
機
司

1

吋
寄
せ
ら
れ
、
乙
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

援
護
功
労
者
と
し
て
昭
和
五
十
九
年
十

小
林
氏
は
、
昭
和
四
十
年
四
月
入
会
、
二
月
九
日
、
山
梨
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

昭
和
五
十
三
年
四
月
に
同
会
の
副
会
長
、
ン
タ
!
で
、
望
月
幸
明
山
梨
県
知
事
か

昭
和
五
十
六
年
十
二
月
同
会
の
会
長
に
ら
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

国
籍
法
及
び
戸
籍
法
が

改
正
さ
れ
、
昭
和
六
十
年

一
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
主
な
改

正
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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一
、
父
母
両
系
主
義
の
採

用
二
、
二
重
国
籍
の
防
止
・

解
消
(
国
籍
の
留
保
制

度
の
適
用
範
囲
の
拡
大

国
籍
の
選
択
制
度
の
新

設
)

三
、
帰
化
条
件
の
改
正

，

四
、
届
出
に
よ
る
国
籍
の

取
得

氏
の
変
更

こ
れ
ま
で
は
、
原
則
と
し
て
生
ま

れ
た
時
に
父
が
日
本
人
で
な
け
れ
ば
、

そ
の
子
は
日
本
人
に
な
れ
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
昭
和
六
十
年
一
月
一
日

か
ら
は
、
生
ま
れ
た
時
に
父
母
の
一

方
が
日
本
人
で
あ
れ
ば
、
そ
の
子
は

日
本
人
に
な
り
ま
す
。

父
母
両
系
主
義
を
採
用
す
る
と
、

二
重
国
籍
に
な
る
子
が
多
く
な
り
ま

す
。
例
え
ば
、
韓
国
人
夫
・
日
本
人

妻
の
夫
婦
か
ら
生
ま
れ
た
子
は
、
こ

れ
ま
で
は
父
親
の
韓
国
の
国
籍
、だ
け

を
取
得
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、

乙
れ
に
加
え
て
母
親
の
日
本
国
籍
も

も
取
得
し
て
、
二
重
国
籍
者
に
な
り

ま
す
。

改
正
法
は
、
乙
の
よ
う
な
二
重
国

籍
の
増
加
に
対
処
す
る
た
め
、
新
た

に
次
の
よ
う
な
重
国
籍
防
止
の
た
め

の
制
度
を
設
け
ま
し
た
。

H

国
籍
の
留
保
制
度
の
適
用
範
囲

の
拡
大

国
籍
の
留
保
制
度
と
い
う
の
は
、

例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
や
ブ
ラ

ジ
ル
な
ど
の
よ
う
に
、
自
国
内
で
生

ま
れ
た
人
に
国
籍
を
与
え
る
乙
と
と

し
て
い
る
国
(
こ
れ
を
生
地
主
義
国

と
い
い
ま
す
。
)
で
生
ま
れ
た
乙
と

に
よ
り
二
重
国
籍
に
な
っ
た
子
は
、

日
本
の
国
籍
を
留
保
す
る
届
出
を
し

な
け
れ
ば
日
本
の
国
籍
を
失
う
と
い

う
制
度
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
乙
の

制
度
は
生
地
主
義
国
だ
け
に
適
用
が

あ
っ
た
の
で
す
が
、
改
正
法
は
そ
の

適
用
を
広
げ
て
、
広
く
海
外
に
お
い

て
出
生
に
よ
り
二
重
国
籍
と
な
っ
た

場
合
に
す
べ
て
国
籍
留
保
の
届
出
を

必
要
と
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

(
先
の
例
の
韓
国
人
夫
・
日
本
人
妻

の
間
の
子
が
国
外
で
生
ま
れ
た
場
合

に
も
、
乙
の
制
度
が
適
用
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
)

口
国
籍
の
選
択
制
度
の
新
設

乙
の
制
度
に
よ
れ
ば
、
二
重
国
籍

者
は
、
原
則
と
し
て
二
十
二
歳
に
な

る
ま
で
に
日
本
の
国
籍
か
外
国
の
国

籍
の
い
ず
れ
か
を
選
択
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
日
本
の
国
籍
を
選
択

す
る
に
は
、
外
国
の
国
籍
を
離
脱
す

る
か
、
又
は
「
日
本
の
国
籍
を
選
択

し
、
か
っ
、
外
国
の
国
籍
を
放
棄
す

る
」
旨
の
選
択
の
宣
言
を
市
区
町
村

長
に
届
け
出
る
こ
と
に
よ
っ
て
し
ま

す
。
外
国
の
国
籍
を
選
択
す
る
に
は
、

日
本
の
国
籍
の
離
脱
を
届
け
出
る
乙

と
な
ど
に
よ
っ
て
し
ま
す
。

ま
た
、
法
律
に
定
め
ら
れ
た
国
籍

選
択
の
期
限
を
過
ぎ
て
も
選
択
を
し

な
い
で
い
る
と
、
法
務
大
臣
か
ら
催

告
さ
れ
、
一
か
月
以
内
に
選
択
を
し

な
い
と
自
動
的
に
日
本
の
国
籍
を
失

う
乙
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
日
本
人
と
結
婚
し

た
外
国
人
の
帰
化
条
件
(
帰
化
す
る

た
め
の
最
低
限
の
条
件
)
は
、
そ
の

外
国
人
が
夫
で
あ
る
か
妻
で
あ
る
か

で
居
住
の
条
件
な
ど
に
差
異
が
あ
り

ま
し
た
。
改
正
法
で
は
、
乙
れ
を
同

一
に
じ
て
、
三
年
以
上
国
内
に
居
住

し
て
い
る
乙
と
(
結
婚
が
三
年
以
上

続
い
て
い
る
場
合
に
は
、
一
年
以
上

圏
内
に
居
住
し
て
い
る
と
と
)
が
必

要
に
な
り
ま
し
た
。
乙
の
ほ
か
、
乙

れ
ま
で
は
、
帰
化
申
請
本
人
に
独
立

の
生
活
能
力
の
あ
る
と
と
が
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
改
正
法
で
は
、

原
則
と
し
て
世
帯
単
位
で
生
活
能
力

が
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
帰
化
の
時
に
外
国
の
国
籍
を

失
う
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
重
国
籍

防
止
条
件
に
つ
い
て
も
、
特
別
の
事

情
が
あ
る
場
合
に
は
、
例
外
と
し
て

帰
化
が
認
め
ら
れ
る
乙
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。

父
母
両
系
主
義
は
、
昭
和
六
十
年

一
月
一
日
以
降
に
生
ま
れ
・
た
子
に
適

用
さ
れ
ま
す
が
、
乙
の
日
よ
り
前
に

生
ま
れ
た
子
に
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

け
れ
ど
も
、
国
際
結
婚
を
し
た
日
本

人
女
性
の
子
で
、
改
正
法
施
行
の
日

に
二
十
歳
未
満
で
あ
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
一
定
の
条
件
の
下
で
、
施
行

後
三
年
間
に
限
り
法
務
大
臣
に
届
け

出
る
乙
と
に
よ
っ
て
日
本
の
国
籍
を

取
得
す
る
乙
と
が
で
き
ま
す
。

外
国
人
と
結
婚
し
て
も
、
結
婚
し

た
日
本
人
の
氏
が
変
わ
ら
な
い
の
は

乙
れ
ま
で
と
同
じ
で
す
が
、
改
正
法

に
よ
り
、
そ
の
人
が
希
望
す
る
と
き

は
、
結
婚
の
日
か
ら
六
ヶ
月
以
内
に

市
区
町
村
長
に
届
出
を
す
る
乙
と
に

よ
っ
て
外
国
人
配
偶
者
と
同
じ
氏
を

名
の
る
乙
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
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家
庭
教
育
を
考
え
る
つ
ど
い
を
開
催

ー

築

地

新

居

ー

す
か
、
家
の
手
伝
い
の
乙
と
、
一
日
の

遊
ぶ
時
間
の
こ
と
、
親
子
の
会
話
の
乙

と
、
さ
ら
に
子
ど
も
に
対
す
る
し
つ
け

の
厳
し
さ
の
度
合
い
の
こ
と
、
子
ど
も

を
育
て
て
い
く
上
で
悩
ん
で
い
る
二
十

五
項
目
の
乙
と
と
、
子
ど
も
を
育
て
て

い
く
上
で
地
域
へ
要
望
し
た
い
乙
と
、

学
校
へ
要
望
し
た
い
乙
と
な
ど
の
内
容

で
あ
り
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
回

収
率
は
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。
乙

の
「
地
域
の
家
庭
教
育
を
考
え
る
つ
ど

い
」
の
開
催
に
後
援
と
し
て
、
築
地
新

居
区
、
地
区
婦
人
会
、
築
地
新
居
ふ
る

さ
と
寸
つ
く
り
推
進
協
議
会
も
賛
同
し
、

助
言
者
と
し
て
押
原
小
の
有
賀
校
長
先

コ
ー
チ
は
、

自
分
自
身
の

経
験
や
体
験

し
た
と
と
な

ど
を
話
し
な

が
ら
、
好
き

嫌
い
を
し
な

い
で
健
康
な

体
を
つ
く
っ

て
一
生
懸
命
勉
強
と
ス
ポ
ー
ツ
を
両
立

し
て
立
派
な
大
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
な

ど
と
、
約
一
時
間
講
義
を
行
っ
た
あ
と

押
原
中
学
校
々
庭
に
出
て
正
し
い
捕
球
、

投
球
法
、
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、
ラ
ン
ニ
ン

グ
な
ど
の
実
技
指
導
を
受
け
た
。

少
年
野
球
児
た
ち
は
憧
れ
の
プ
ロ
野

球
堀
内
コ
l
チ
の
指
導
と
あ
っ
て
熱
心

に
聴
き
入
っ
て
お
り
ま
し
た
。

昭和 60年 2月 1日発行 (4)

押
原
小
学
校
築
地
新
居
地
区
P
T
A

で
は
、
中
学
校
P
T
A
と
青
少
年
育
成

会
の
協
力
を
得
て
、
昨
年
十
一
月
十
七

日
午
後
七
時
三
十
分
か
ら
築
地
新
居
公

会
堂
に
於
い
て
「
地
域
の
家
庭
教
育
を

考
え
る
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

同
地
区
で
は
、
乙
れ
に
先
立
ち
、
地
域

の
実
態
を
知
ろ
う
と
い
う
乙
と
と
、
地

区
P
T
A
会
員
の
意
識
の
高
揚
を
も
図

ろ
う
と
い
う
乙
と
か
ら
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
対
象
者
は
、

築
地
新
居
地
区
小
中
学
生
九
十
五
名
の

父
母
で
す
。
調
査
内
容
は
、
子
ど
も
の

日
常
生
活
に
お
け
る
乙
と
、
例
え
ば
朝

何
時
に
起
き
ま
す
か
、
夜
何
時
に
寝
ま

わ-つよし

。
浄
水
器
の
性
能

浄
水
器
は
、
通
常
、

カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
に
充
て

ん
さ
れ
た
活
性
炭
(
粒

状
又
は
紛
末
状
)
に
よ

っ
て
、
水
道
水
に
含
ま

れ
て
い
る
塩
素
ゃ
に
お

い
を
取
除
く
構
造
と
な

っ
て
い
ま
す
。
浄
水
器

で
塩
素
な
ど
が
除
去
さ

れ
る
の
は
、
活
性
炭
が

こ
れ
ら
の
物
質
を
そ
の

表
面
に
吸
着
し
や
す
い

と
い
う
特
性
を
持
っ
て

い
る
乙
と
に
よ
る
・
も
の

で
す
。活

性
炭
は
、
塩
素
の

よ
う
な
物
質
を
良
く
除

去
す
る
乙
と
が
で
き
ま
す
が
、
ど
ん
な

物
質
で
も
除
去
で
き
る
と
い
う
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
カ
ル
シ
ユ

ウ
ム
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
ら
鉄
分
は
ほ
と

ん
ど
除
去
で
き
ま
せ
ん
し
、
ト
リ
ハ
ロ

メ
タ
ン
も
、
活
性
炭
が
新
し
い
う
ち
は

比
較
的
良
く
除
去
で
き
る
も
の
の
、
古
く

な
る
と
余
り
取
れ
ま
せ
ん
。

。
浄
水
器
中
で
の
細
菌
の
繁
殖

水
道
水
に
は
消
毒
の
た
め
の
塩
素
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
浄
水
器
に
水
道
水

を
通
す
と
、
乙
の
塩
素
が
取
除
か
れ
て

し
ま
う
た
め
に
、
水
の
消
毒
効
果
が
な

く
な
り
、
浄
水
器
内
に
細
菌
が
繁
殖
す

る
と
と
が
あ
り
ま
す
。
特
花
、
活
性
炭

に
を
長
く
使
用
し
て
い
る
と
活
性
炭
の

表
面
に
様
々
な
物
質
が
付
着
し
て
、
細

菌
が
繁
殖
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

浄
水
器
の
使
用
を
停
止
し
て
い
る
時
間

が
長
く
な
る
と
細
菌
の
繁
殖
が
著
し
く

進
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

乙
の
細
菌
は
、
必
ず
し
も
、
病
原
菌

の
よ
う
な
危
険
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
水
道
水
の
水
質
基
準
で
は
、
水

の
衛
生
を
確
保
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、

一
般
細
菌
に
つ
い
て
、
一
叫
中
に
百
個

以
下
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
乙
と
と
定

め
ら
れ
て
お
り
、
飲
み
水
に
細
菌
を
多

量
に
繁
殖
さ
せ
る
と
と
は
、
衛
生
上
好

ま
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
浄
水
器
に
よ
っ
て
は
、
活
性

炭
の
表
面
に
銀
を
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
た

り
、
銀
粒
を
添
加
す
る
な
ど
し
て
、
浄

水
器
内
に
お
け
る
細
菌
の
繁
殖
を
抑
制

し
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す

が
、
乙
れ
ら
の
も
の
で
も
、
使
用
条
件

に
よ
っ
て
は
、
細
菌
が
繁
殖
す
る
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。

。
浄
水
器
使
用
上
の
注
意

水
道
水
は
、
常
に
厚
生
省
で
定
め
た

水
質
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
、
厳
重
な

水
質
管
理
の
も
と
に
各
家
庭
に
供
給
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
ま
ま
安
心
し
て
飲
む

乙
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
消
毒
の

た
め
に
注
入
さ
れ
て
い
る
水
道
水
の
塩

素
臭
が
気
に
な
る
な
ど
の
事
情
か
ら
浄

水
器
を
使
用
さ
れ
る
場
合
に
は
、
次
の

事
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
メ
ー
カ
ー
の
取
扱
い
説
明
書
に
基

づ
い
て
、
正
し
い
操
作
を
す
る
乙
と
。

マ
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
の
取
替
え
時
期
は
、

な
る
べ
く
早
め
に
す
る
乙
と
。

マ
夜
間
な
ど
長
時
間
の
停
止
の
後
で

使
用
す
る
場
合
に
は
、
浄
水
器
内
に

た
ま
っ
た
水
を
捨
て
て
か
ら
、
さ
ら

に
し
ば
ら
く
水
道
水
を
流
し
た
後
で

使
用
す
る
乙
と
。
特
に
、
大
型
の
浄

水
器
を
使
用
し
て
い
る
場
合
に
は
、

捨
て
る
水
の
量
を
多
め
に
す
る
こ
と

。

そ

の

他

浄
水
器
の
販
売
に
際
し
、
水
道
水
が

危
険
で
あ
る
と
い
う
チ
ラ
シ
を
見
せ
て

消
費
者
に
不
安
を
抱
か
せ
た
り
、
ま
た

は
、
処
理
性
能
等
を
誇
大
に
宣
伝
し
た

り
し

τ、
販
売
し
て
い
る
ケ
1
ス
が
あ

り
ま
す
の
で
、
悪
質
な
販
売
業
者
に
は

十
分
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ど
使
用
に
な
っ
て
い
る
浄
水

器
の
性
能
、
取
扱
い
方
法
等
に
関
し
て

は
、
販
売
居
、
メ
ー
カ
ー
又
は
メ
ー
カ

ー
団
体
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

[水道の給すいせんに取問ナる]
家庭用浄水器~使用-

報広



わ

今
回
は
各
地
区
の
氏
神
様
の
入
口
に

立
て
て
あ
る
鳥
居
に
つ
い
て
、
調
査
を

し
て
み
ま
し
た
。

広
辞
苑
に
よ
っ
て
、
鳥
居
に
つ
い
て

の
解
説
を
み
る
に
「
神
社
の
参
道
入
口

に
立
て
て
神
域
を
示
す
一
種
の
門
。
左

右
二
本
の
柱
の
上
に
笠
木
を
わ
た
し
、

そ
の
下
に
柱
を
連
結
す
る
震
を
入
れ
た

も
の
。
黒
木
鳥
居
(
伊
勢
鳥
居
・
鹿
島

鳥
居
な
ど
)
と
島
木
鳥
居
(
春
日
鳥
居

・
八
幡
鳥
居
・
明
神
鳥
居
な
ど
)
と
に

大
別
。
黒
木
鳥
居
(
鳥
居
の
型
の
最
も

原
始
的
な
も
の
。
皮
っ
き
の
丸
木
を
掘

り
立
て
た
も
の
。
二
本
の
柱
と
笠
木
と

の

の

品

や

き

い

ぐ

う

貫
と
か
ら
成
る
。
野
宮
の
斉
宮
に
用
い

た
)
島
木
鳥
居
(
鳥
居
の
笠
木
の
下
に

あ
る
横
架
材
の
鳥
居
)
」

又
庚
申
懇
話
会
編
日
本
石
仏
事
典

K

よ
る
と
「
鳥
居
の
起
源
に
つ
い
て
は
い

ろ
い
ろ
あ
る
が
、
そ
の
原
形
は
日
本
古

来
か
ら
の
も
の
で
、
天
皇
即
位
式
の
大

-つよし報広(5 )昭和 60年 2月 1日発行

笠木島木領東

木
鼻

ム
ロ
京
】

台輪

郷

土

研

究

部

長

司

じ
よ
う
え

ゆ

嘗
会
の
祭
場
入
口
に
建
て
ら
れ
る
即
製

自
然
木
の
鳥
居
な
ど
、
そ
の
古
い
形
と

い
わ
れ
て
い
る
。
外
来
説
と
し
て
は
印

度
の
ス
ツ
!
パ
(
塔
婆
)
の
外
に
建
つ

石
造
の
門
よ
り
発
生
し
た
と
す
る
説
も

あ
る
。
い
づ
れ
に
し
て
も
わ
が
国
の
神

社
建
築
の
中
で
日
本
独
特
な
簡
単
な
形

を
完
成
さ
せ
、
一
般
の
人
々
に
も
親
し

ま
れ
て
き
た
石
造
物
の
一
つ
で
あ
る
。

鳥
居
の
様
式
は
大
き
く
械
卯
鳥
居
、

み
よ
う
じ
ん

明
神
鳥
居
の
二
種
類
に
分
け
ら
れ
、
明

神
鳥
居
の
若
干
変
形
し
た
も
の
に
稲
荷

鳥
居
が
あ
る
。

神
明
鳥
居
は
円
柱
二
本
の
上
に
円
い

笠
木
を
の
せ
、
そ
の
下
方
に
貫
を
取
り

付
け
、
貫
は
矩
形
の
切
面
を
有
し
、
柱

外
へ
は
突
出
し
な
い
。
き
わ
め
て
簡
素

な
も
の
で
あ
る
。

明
神
鳥
居
は
最
も
普
遍
化
し
た
鳥
居

形
式
で
、
笠
木
・
島
木
・
円
柱
・
同
跡
形

・
貫
よ
り
な
り
、
住
の
基
部
托
亀
腹

雨

F晶、
昌

イ有

~ .1. 
-， 

〔鳥居の種類〕

①神明鳥居

筆

(
鰻
頭
)
を
置
く
の
を
普
通
と
す
る
。
」

稲
荷
鳥
居
は
広
辞
苑
に
よ
る
と
、
明

神
鳥
居
に
似
て
、
柱
下
に
亀
腹
、
柱
頭

だ

い

わ

に
台
輸
を
付
し
た
鳥
居
。

左
記
図
の
通
り
(
笠
木
の
両
端
が
そ

そ
り
ま
し

り
あ
が
っ
て
い
る
部
分
は
反
増
と
呼
ぶ
。

柱
の
根
石
を
台
石
、
そ
の
下
に
石
が
あ

れ
ば
土
台
石
、
台
石
の
上
が
丸
味
を
お

び
た
の
を
亀
腹
ま
た
は
鰻
頭
と
い
う
。

台
石
の
上
の
柱
の
根
も
と
を
保
護
す
る

わ
ら藁

座
が
つ
い
た
も
の
も
あ
る
。
二
本
の

柱
が
安
定
を
増
す
た
め
に
八
字
形
に
傾

い
て
い
る
も
の
は
、
そ
の
傾
き
を
乙
ろ

び
と
い
う
。
)

日
本
石
仏
事
典
に
よ
る
と
、
鎌
倉
八

幡
宮
の
一
の
鳥
居
(
重
文
)
は
頼
朝
以

来
そ
の
時
代
の
権
力
者
に
よ
っ
て
、
木

製
の
鳥
居
が
寄
進
さ
れ
て
は
朽
ち
る
と

い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
、
江
戸
時
代
に

入
っ
て
、
徳
川
四
代
将
軍
家
綱
が
寛
文

年
間
(
一
六
六
一
1

七
三
)
は
じ
め
て

石
造
と
し
、
岡
山
県
の
犬
島
よ
り
白
御

影
石
を
運
ば
せ
造
立
し
て
い
る
。
石
の

鳥
居
が
江
戸
期
以
前
は
一
般
的
で
な
か

っ
た
乙
と
が
う
か
が
え
る
口
」

②明神鳥居

山
梨
県
の
石
造
鳥
居
で
、
北
巨
摩
郡

双
葉
町
志
田
の
鳥
居
は
、
応
永
四
年
(

一
三
九
七
)
の
造
立
で
、
昭
和
三
十
四

年
二
月
九
日
県
指
定
の
文
化
財
と
な
り
、

乙
の
外
に
も
県
下
で
数
件
の
県
指
定
が

あ
る
。当

町
の
神
社
の
鳥
居
は
石
造
が
八
基

で
、
木
造
が
二
基
(
紙
漉
阿
原
日
吉
神

社
・
上
河
東
熊
野
神
社
)
清
水
新
居
諏

訪
神
社
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
門
住
で
あ

る
。
石
造
八
基
の
う
ち
七
基
の
石
材
は

花
岡
岩
で
あ
る
が
、
河
西
諏
訪
神
社
は

紫
蘇
輝
石
安
山
岩
(
昭
和
村
誌
)
で
す
。

③稲荷鳥居

西
条
二
区
義
清
神
社
の
鳥
居
は
相
当

古
い
も
の
と
思
う
が
、
造
立
年
月
日
不

明
で
あ
る
。
そ
の
他
の
石
鳥
居
は
全
部

昭
和
年
代
の
造
立
で
、
押
越
八
幡
神
社

の
鳥
居
は
昭
和
五
十
七
年
十
一
月
三
日

の
造
立
で
一
番
新
ら
し
い
。
形
は
明
神

鳥
居
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
鳥
居
は
稲

荷
鳥
居
で
は
な
い
か
と
思
う
。
高
さ
は

河
西
の
諏
訪
神
社
は
小
型
で
あ
る
が
、

他
は
三
メ
ー
ト
ル
前
後
の
堂
々
た
る
石

造
鳥
居
で
あ
る
。
以
上
鳥
居
に
つ
い
て

概
要
を
調
査
し
記
し
た
の
で
、
皆
様
方

の
ど
指
導
ど
教
示
を
お
願
い
し
ま
す
。

押
越

八
幡
神
社
の
鳥
居

参
考
文
献
l

昭
和
村
誌
、
広
辞
苑
、

大
護
八
郎
監
修
日
本
の
石
仏
(
甲
信

・
東
海
編
)
庚
申
懇
話
会
編
日
本
石

仏
事
典
、
甲
斐
の
石
造
美
術
(
植
松
又

次
氏
著
)
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台
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わ

す
べ
り
台
は
子
ど
も
を
遊
ば
せ
る
に

は
格
好
の
遊
具
で
家
庭
に
も
な
じ
み
の

深
い
製
品
で
す
。
し
か
し
正
し
く
使
わ

な
い
と
思
わ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
と
と

が
あ
る
の
で
す
。

事
例
l

お
ば
あ
ち
ゃ
ま
が
孫
を
す

べ
り
台
で
遊
ば
せ
て
い
た
の
で
す
が
n

d

ち
ょ
っ
と
目
を
離
し
た
す
き
に
一
歳
六

か
月
の
坊
や
が
ひ
と
り
で
す
べ
り
台
に

の
ぼ
っ
て
、
お
ど
り
場
か
ら
転
落
。
右

鎖
骨
を
骨
折
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
乙

の
坊
や
は
、
い
つ
も
腹
ば
い
に
な
っ
て

す
べ
り
お
り
て
い
た
の
で
お
ど
り
場

で
体
の
む
き
を
か
え
る
と
き
落
ち
た
よ

う
で
す
。

事
例
2

保
育
園
で
の
で
き
ご
と
で

す
。
保
母
さ
ん
が

A
子
ち
ゃ
ん
(
一
歳

七
か
月
)
に
昼
食
を
た
べ
さ
せ
て
、
そ

の
皿
を
洗
う
た
め
そ
ば
を
離
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
園
長
が

A
子
ち
ゃ
ん
の
検
温

を
し
よ
う
と
し
た
と
乙
ろ
、
姿
が
み
え

ま
せ
ん
。
探
し
た
と
乙
ろ
、
す
べ
り
台

の
階
段
で
寝
て
い
る
よ
う
な
姿
勢
を
し

て
い
ま
し
た
。
抱
き
起
乙
そ
う
と
す
る

-つよし報広

と
階
段
に
首
が
ひ
っ
か
か
っ
て
い
て
グ

ッ
タ
り
し
て
い
ま
し
た
。

結
局
A
子
ち
ゃ
ん
は
窒
息
で
な
く
な

り
ま
し
た
。
す
べ
り
台
は
、
園
長
や
保

母
さ
ん
の
い
る
場
所
か
ら
は
見
え
に
く

い
と
乙
ろ
に
置
い
で
あ
っ
た
た
め
、
ひ

と
り
で
登
っ
た
り
、
落
ち
た
と
き
の
発

見
が
お
く
れ
た
も
よ
う
で
す
。

事
例
2
は
い
か
に
も
つ
ら
い
ケ
ー
ス

で
す
。
も
し
す
べ
り
台
が
見
や
す
い
場

所
に
あ
っ
た
ら
、
保
育
園
に
そ
の
よ
う

な
ス
ペ
ー
ス
の
ゆ
と
り
が
あ
っ
た
ら
、

起
乙
ら
な
く
て
す
ん
だ
事
故
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
問
題
は
も
う
ひ
と

つ
あ
り
ま
す
。
す
べ
り
台
で
遊
ぶ
の
に

ふ
さ
わ
し
い
年
齢
は
二
歳
児
か
ら
六
歳

児
ま
で
な
の
で
す
。
そ
の
乙
と
は
取
扱

説
明
書
に
明
記
さ
れ
て
も
い
ま
す
。

二
歳
以
下
で
は
体
が
自
由
に
動
か
な

い
点
で
危
険
で
す
し
、
六
歳
以
上
は
遊

び
方
も
活
発
に
な
り
ま
す
し
、
体
重
も

増
え
る
な
ど
で
、
家
庭
用
す
べ
り
台
で

遊
ぶ
に
は
ふ
さ
わ
し
い
と
い
え
な
く
な

り
ま
す
。

額
の
合
計
額
が
二

O
万
円
を
超
え
る

人
・
二
ケ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け

て
い
る
人
。

O
確
定
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
な
ど
の
人
で
も
、
多
額
の
医

療
費
を
支
払
っ
た
人
・
マ
イ
ホ
ー
ム
を

購
入
し
た
人
な
ど
で
銀
行
等
(
金
融
公

⑨
贈
与
税
の
申
告
と
納
税
は
二
月
一
日

幽
か
ら
三
月
十
五
日
悩
ま
で
で
す
。

⑨
申
告
は
青
色
申
告
で
ど
う
ぞ

本
年
度
の
法
律
改
正
で
記
帳
及
び
記

録
保
存
が
制
度
化
さ
れ
ま
し
た
。
乙
の

機
会
に
専
従
者
給
与
・
青
色
申
告
控
除

な
ど
四
七
の
特
典
が
あ
る
青
色
申
告
を

本
人
)
二
割

年
金
受
給
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
者

入

院

二

割

・

外

来

三

割

)

乙
の
制
度
の
対
象
者
と
な
る
た
め
に

は
役
場
に
届
け
出
て
、
新
た
に
国
民
健

康
保
険
退
職
被
保
険
者
証
を
交
付
し
て

も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
届

マ
リ
と
積
木
と
い
わ
れ
ま
す
。
マ
リ
は

運
動
機
能
を
発
達
さ
せ
、
そ
の
大
き
さ

を
変
え
る
こ
と
で
い
ろ
い
ろ
な
あ
そ
び

が
工
夫
さ
れ
ま
す
。
積
木
は
知
恵
を
発

達
さ
せ
、
家
に
な
っ
た
り
汽
車
に
な
っ

た
り
し
て
想
像
あ
そ
び
を
助
長
し
ま
す
。

も
う
少
し
大
き
く
な
れ
ば
、
完
成
し
た

玩
具
よ
り
も
、
砂
場
・
ね
ん
ど
・
折
り

紙
な
ど
を
素
材
に
し
て
何
か
を
作
る
乙

と
や
、
三
輪
車
・
ブ
ラ
ン
コ
な
ど
の
、

体
を
使
う
遊
具
に
ふ
れ
さ
せ
た
い
も
の

で
す
。お

も
ち
ゃ
が
な
け
れ
ば
遊
べ
な
い
子

に
は
し
た
く
な
い
も
の
で
す
。
昔
の
よ

う
に
木
の
葉
や
石
な
ど
自
然
物
で
遊
ぶ

こ
と
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
だ
か
ら

体
を
使
っ
た
あ
そ
び
を
母
と
子
の
間
で

多
く
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

食
器
も
包
み
紙
も
何
で
も
お
も
ち
ゃ

件
、

に
使
え
ま
す
。
子
供
の
発
達
に
応
じ
て
、

何
の
た
め
、
と
い
う
こ
と
を
考
え
、
多

す
ぎ
る
乙
と
な
く
、
危
険
の
な
い
お
も

ち
ゃ
を
選
ぶ
乙
と
が
、
親
に
と
っ
て
の

っ
と
め
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

秒
を
あ
ら
そ
う
時
間
と
の
勝
負
で
あ
り
、

あ
な
た
の
正
し
い
通
報
が
迅
速
・
的
確

な
消
防
活
動
に
つ
な
が
り
ま
す
。

落
ち
着
い
て
、
正
確
に
内
容
を
知
ら

せ
る
乙
と
が
一
番
大
切
で
す
。
電
話
器

の
近
く
に
住
所
等
を
書
い
た
メ
モ
を
は

っ
て
お
く
な
ど
、
ふ
だ
ん
か
ら
の
心
掛



昭
和
五
十
九
年
分
所
得

税
の
確
定
申
告
、
贈
与

税
の
申
告
の
お
知
ら
せ

⑨
所
得
税
の
確
定
申
告
と
納
税
は
二
月

十
六
日
出
か
ら
三
月
十
五
日
働
ま
で
で

す。
税
務
署
の
ほ
か
市
町
村
役
場
で
受
付

や
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

⑨
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
マ
事
業
を
し
て
い
る
人
・
不
動
産
収

入
の
あ
る
人
・
土
地
や
建
物
な
ど
を

売
っ
た
人
な
ど
で
、
昭
和
五
十
九
年

中
の
所
得
の
合
計
額
が
基
礎
控
除
・

配
偶
者
控
除
・
扶
養
控
除
な
ど
の
所

得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
人
。

マ
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
給
与
の
年
収
が

一
、
五

O
O万
円
を
超
え
る
人
・
給

与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
金

⑨国税・地方税の共同説明会の開催

確定申告書の書き方などについて説明会を次のと

おり開催しますのでお送りした関係書類をお持ちに

なり最寄りの会場においでください。

⑨税理士会が行う無料申告相談 ; 

確定申告に関する相談を次のとおり開催しますの;

でお気軽においで下さい。

月日(曜) I時間| 会 場|所在地 I~ 

弔問 10時|甲府市南公民館lJ留郡Ij 
吐~ I甲府市北公民館|甲府市謝す3-51:
(日曜日を I1 rn+ I甲府市四日コミ ー 1=~.4+.-r)r) 1

除く) ! 15時|ィ災私ーューァ|甲肺富竹2-2!~ 

3出目d!c土曜日|韮崎市役所団崎市本町1-5I~ 
3月主面両iは12時 I-Wr'i ~ lIlT ~& t-!;!， 1 -Wr'i~lIlT /h.~rs I --6 8'協|までj~J 1，櫛形町役場|櫛形町小笠原|

※詳しいお問い合わせは税務署または市町村役場へ:

軽に院 人方及 役該がどま療保
年減支や 乙ででび皆こ場当軽です制険年
金さ払診のす国年さの保す減診。 度に金
受れう療制。民金ん制健るさ療乙 の加受
給ま自所度 健受の度課とれをの適入給
者 す己なの' 康給よのに思る受制用し者
本 o 負ど対 保者う対届わ乙け度をてで
人 担で象 険にな象けれとるの 受いあ
( 額診者 に扶年と出ると際対けるつ
退 が療に 加 養 金 な て 方 な の 象る万て
職 次 を つ 入さ受る下はり自者 乙は
被 の受い し れ 給 人 さ 速 ま 己 はと退国
保 よけて てて者はいやす負病が職民
険 うたは いいの 。かの担院で者健
者 に際病 るる方 にで額なき 医 康

わ-つよし報広(7 )昭和 60年 2月 1日発行

月日(曜) 時間 メ~ 場 所在地

2月4日伺) 13: 30 韮崎市民会館 韮崎市中央町

2月 5日附 甲府市南公民館 皇官宏音問
2月6日(71<J 15.: 30 島根町桃源文化会 白根町飯野

庫
は
除
く
)
よ
り
の
借
入
金
の
あ
る
人

災
害
に
あ
っ
た
人
な
ど
は
確
定
申
告
を

し
て
税
金
の
還
付
を
受
け
る
乙
と
が
で

き
ま
す
。

乙
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告
は

一
一
月
十
六
日
以
前
で
も
税
務
署
や
市
町

村
役
場
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

所
得
税
の
確
定
申
告
を
税
務
署
に
提

出
し
た
人
は
事
業
税
や
住
民
税
の
申
告

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

O
確
定
申
告
は
税
務
署
か
ら
送
ら
れ
た

申
告
用
紙
で

税
務
署
で
は
、
事
務
を
能
率
良
く
行

う
た
め
に
電
子
計
算
機
を
利
用
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
申
告
書
用
紙
に
記

号
な
ど
を
表
示
し
て
い
ま
す
の
で
必
ら

ず
税
務
署
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
用
紙
を

使
用
し
て
、
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

⑨
納
税
は
預
金
口
座
振
替
で
ど
う
ぞ

所
得
税
も
公
共
料
金
な
ど
の
支
払
い

と
同
様
に
、
預
金
か
ら
の
口
座
振
替
に

よ
っ
て
納
付
す
る
と
と
が
で
き
ま
す
。

あ
な
た
も
、
便
利
な
振
替
納
税
を
ど

利
用
く
だ
さ
い
。

⑨
収
支
内
訳
書
の
添
付
を
お
忘
れ
な
く

本
年
度
の
法
律
改
正
で
、
収
支
内
訳

書
の
添
付
及
、
び
総
収
入
金
額
の
報
告
が

制
度
化
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
五
十
九
年
分
の
確
定
申
告
か
ら

適
用
に
な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

出
の
際
に
は
、
現
在
お
持
ち
の
国
民
健

康
被
保
険
者
証
・
年
金
証
書
な
ど
を
提

示
す
る
と
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

乙
の
制
度
の
く
わ
し
い
内
容
の
問
い

合
わ
せ
は
役
場
保
健
課
に
お
た
ず
ね
下

さ
い
。

=
巳
手
白
、
ミ
J

山
出

R

、V門
司
主
演
こ

一モドユコロ
J
'
h
I
I
ー
ノ
ノ
寸
」
ニ
司

y
u

な
っ
て
い
ま
せ
ん
か

今
、
お
使
い
の
電
話
は
自
分
名
義
の

も
の
で
す
か
?
他
人
名
義
の
電
話
を

ご
使
用
の
場
合
と
か
、
他
人
の
電
話
を

借
り
て
使
用
し
て
い
る
場
合
に
は
、
い

ろ
い
ろ
と
問
題
が
お
乙
り
や
す
い
・
も
の

で
す
。
正
し
い
加
入
名
義
の
電
話
を
お

使
い
く
だ
さ
い
。

父
親
な
ど
死
亡
の
場
合
は
、
加
入
承

継
屈
を
、
ま
た
、
電
話
を
譲
渡
さ
れ
る

場
合
は
、
名
義
変
更
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
甲
府
電
報
電
話
局

(
O五
五
二
)
一
二
三
|
二
九
九
一

、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、

一
一
九
番
へ
の
通
報
は
落
ち
着
い
て

正
確
に
伝
え
よ
う

も
し
も
、
あ
な
た
が
火
事
や
交
通
事

故
を
目
撃
し
た
ら
ど
う
し
ま
す
か
。
そ

う
で
す
。
一
一
九
番
通
報
す
る
と
と
で

す。
一
一
九
番
通
報
が
、
消
防
機
関
に
お

い
て
火
事
や
事
故
を
知
る
た
め
の
最
も

重
要
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

消
火
活
動
や
救
急
活
動
は
、
一
分
一

甲
府
地
区
消
防
本
部

け
が
肝
要
で
す

0

1
正
し
い
一
一
九
番
へ
の
通
報
要
領
H

O
内
容
を
正
確
に
伝
え
る

・
火
事
か
救
急
か
を
は
っ
き
り
と
(

事
故
の
内
容
も
)

・
場
所
、
目
標
を
わ
か
り
や
す
く

・
あ
な
た
の
名
前
と
電
話
番
号
を
忘

れ
ず
に

A
V
最
後
に
消
防
署
の

H

わ
か
り
ま
し
た

N

を
確
認
し
て
か
ら
受
話
器
を
置
き
ま

I
U

よ'つ。

昭
和
六
十
年
度
小
・
中

中
学
校
入
学
の
お
子
さ

ん
を
お
も
ち
の
ご
父
え

の
み
な
さ
ま
へ

昭
和
町
教
育
委
員
会
で
は
、
六
十
年

度
大
学
該
当
者
の
保
護
者
に
対
し
、
就

学
通
知
を
発
送
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
受

け
取
っ
て
い
な
い
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

教
育
委
員
会

(
T
E
L
七
五
l

三
七
三

七
)
ま
で
申
し
出
て
下
さ
い
。

昭
和
六
十
年
度

県
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

県
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
県
政
に
対
す

る
自
由
で
清
新
な
意
見
を
寄
せ
て
い
た

だ
き
、
こ
れ
を
県
政
に
反
映
す
る
た
め

に
、
県
で
は
、
県
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

し
ま
す
。
募
集
期
間
は
、
昭
和
六
十
年

三
月
九
日
ま
で
で
す
。
な
お
、
詳
し
い

お
問
い
合
わ
せ
は
(
干
四

O
O甲
府
市

丸
の
内
一
丁
目
六
|
一
宮
三
七
ー
一
九

一
一
一
)
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喜安否長銀語長銀喜安否密議長多安当長りよ

わつ

た、
よ

生

し報

衛

広

健保当受話長銀多安否受話長

2月1日(金)

午前10時20分---10時25分

旧役場前(ボクシング練習場)

時

所

日

場

※収集車がくるまでは飼主もいっしょにいてくださ L、D また、

猫の場合は麻袋などの丈夫な袋に入れてヒモでしっかり封

実施 日 受付時間 該 当 「児 場所

昭和59年 1月生まれ
2月 7日射

午後 1時 〆ノ 4月生まれ 中央

---2時 昭和59年 7月生まれ 公民館
2月 8日働

ノノ 10月生まれ をしてくださし'0

母子手帳・筆記用具ち物持

2月 13日(水)実 施 日

午後 1時---2時受付時間

中央公民館所場
(土)• 16日(土)2月 2日時日

昭和 58年6月 1日~昭和 58年8月 31日まで該当児

の出生児、及び前回未受診児。
午前 9時---11時 30分

中央公民館所場
母子手帳・ 1歳 6か月児健診質問票持ち物

※母子手帳交付希望者は印鑑をど持参ください。

※一般健康相談は40歳以上の方を対象K血圧測定、尿検査を

実施し、成人病関係の相談や食事についての質問などに保

健婦及び栄養士がお答えしています。

2月 19日(火)実 施 日

午後 1時---2時

中央公民館(受付は講堂でします)

受付時間

所場

昭和 54年9月 1日~昭和 54年 12月 31日まで該当児

の出生児、及び前回未受診児。

母子手帳・ 5歳児健診質問票持ち物

※尿検査がありますのでど承知おきくださ L、
当受話安当受話受話受話受話受話長銀喜安否受話営事妥当長銀当医語長銀謙語録語録喜安否受話安否安否安否長銀謙ヨ受話受話妥当長銀喜屋語録喜安否長喜安当安否管当受話受話受話受話長級

〈自畠績@倒的
ースナック菓子は

うす味のものを--

勺訪韓

最
近
、
子
ど
も
の
お
や
つ
と
し
て
軽

い
塩
味
の
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
の
方
が
喜
ば

れ
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

ス
ナ
ッ
ク
菓
子
の
原
料
は
と
う
も
ろ

こ
し
、
小
麦
、
米
な
ど
の
殻
類
や
ば
れ

い
し
ょ
な
ど
が
主
で
、
植
物
油
で
揚
げ

た
り
、
食
塩
で
昧
つ
け
し
た
も
の
が
中

心
で
す
。

食
塩
の
と
り
す
ぎ
が
成
人
病
の
原
因

に
な
る
乙
と
か
ら
、
食
塩
摂
取
量
は
一

日
一

0
グ
ラ
ム
以
下
が
望
ま
し
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
乙
の
点
か
ら
、
塩
味
の

ス
ナ
ッ
ク
菓
子
は
塩
の
と
り
す
ぎ
と
い

う
点
で
不
安
が
残
り
ま
す
。
と
い
う
の

は
、
人
間
の
晴
好
は
幼
児
期
の
味
覚
経

験
が
影
響
す
る
と
い
わ
れ
る
か
ら
、
な

る
べ
く
う
す
昧
の
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
を
与

え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
は
、
比
較
的

多
量
の
油
脂
を
含
ん
で
い
ま
す
が
、
保

存
や
扱
い
が
良
く
な
い
と
油
脂
が
変
質

し
て
、
味
が
悪
く
な
っ
た
り
、
時
に
は

腹
痛
や
下
痢
を
起
乙
す
乙
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ゆ
え
、
管
理
の
良
い
屈
で
、

製
造
年
月
日
を
確
め
て
か
ら
買
い
ま
し

ょ，っ。
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ド
ー
ナ
ツ
半
分=

 

な
わ
と
び
十
分

百
キ
ロ
・
カ
ロ
リ
ー
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
、
ド
ー
ナ
ツ
な
ら
半
代

炭
酸
飲
料
で
は
一
本
分
に
相
当

し
ま
す
。

ま
た
、
同
じ
百
キ
ロ
・
カ
ロ

リ
ー
分
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う

に
は
、
な
わ
と
び
で
約
十
分
、

ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ら
お
よ
そ
十
五
分

の
運
動
量
が
必
要
で
す
。

カ
ロ
リ
ー
を
多
く
取
っ
た
ら
、

そ
の
分
は
運
動
量
を
増
や
す
ー
l

健
康
な
毎
日
を
送
る
秘
け
つ
で
す
。

〉
」
イ
ワ
/
ほ
/

F

つ
〆
俳
句

(
五
十
音
順
)

鉄
を
打
つ
音
桂
月
の
夜
を
深
む

年
の
瀬
や
ぶ
っ
き
ら
ぼ
う
の
子
の
電
話

磯

部

信

与

起
し
こ
と
多
さ
一
年
年
つ
ま
る

丁
寧
の
言
葉
の
庭
師
十
二
月

長
田
そ
の
子

母
の
掲
こ
と
こ
と
煮
、
え
て
年
つ
ま
る

気
が
か
り
の
夜
半
の
電
話
や
年
の
暮

小
沢
百
合
子

拾
て
切
れ
ぬ
す
入
り
の
大
根
十
二
月

掃
さ
終
え
し
ば
か
り
の
庭
に
雪
降
れ
る

河

田

好

子

薄
く
紅
利
い
て
た
め
ら
ふ
年
忘
れ

街
に
出
て
手
。
て
拭
く
車
窓
年
の
暮

輿
石
さ
五
代

年
の
瀬
や
た
ど
見
る
だ
け
の
毛
皮
応

年
の
瀬
の
空
や
行
く
安
い
そ
が
す
る

内
藤
ふ
く
次

音
立
て
、
塵
吸
ふ
掃
除
機
年
の
く
れ

は
て
し
な
く
鼓
を
打
つ
人
形
年
暮
る
、

松

岡

満

子

音
立
て
、
受
話
器
お
く
な
り
年
の
暮

子
等
巣
、
立
ち
又
二
人
な
る
大
晦
日

薬

袋

花

枝

。ω
切創旬、
ω
切ωw硲
W

切創旬、"切
w
-
w
旬ω句、w
切凶布、紗切
0

・"切副旬、紛旬凶
W

句"ω
6
・鯵旬
0

・eω
‘直面
4wow
切凶旬、
w

切凶w-w
切凶wb
ゆ切凶句、。切
ω
旬、w
切凶句、
w

切凶w
・ω
旬ω旬、w
句"、。切‘
4Edw

末

木

俊

六

樋
川
み
さ
ほ

-vお
め
で
と
う
・

昭
和
五
十
九
年
十
二
月
一
日

i

十
二
月
三
十
一
日
ま
で
(
敬
称
略
)

氏

名

山

本

信

窪
田
三
恵
子

山
U

S
T
A
 

区

河

東

中

島

松

平

正

鶴
田
美
智
子

押

邦
子 正

剣河
持田

、-./

築

地

新

居

内堀
藤内

山武
本井

米十
山楽

洋光
子秀

恒
夫

隆
子

浩英
美隆

、ーノ

築

地

新

居

上

河

東

保
幸虞 佳秀次辰有 三 盛護
孝文三夫清男己二尚博男浩章正也修者

上

河

東

清

水

新

居

越

氏

名

清
水
小
百
合

雨

宮

加

奈

木
之
瀬
理
沙

内

藤

崇

望

月

聡

志

堀

内

里

美

神

戸

泰

邦

安
藤
理
恵
子

飯

野

将

平

鈴

木

潤

望

月

美

香

井

出

清

人

伊

藤

知

佳

伊

藤

期

平

江
本
何
一

鈴

木

栄

司

地

区

清

水

新

居

上
河
東
二
区

河

西

上
河
東
二
区

河

東

中

島

上
河
東
二
区

河

東

中

島

清

水

新

居

清

水

新

居

押

越
西

条

二

区

押

越
上
河
東
二
区

西

条

二

区

清

水

新

居

3山 伊
3寺藤

;実伸
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暦の春は、もうそ乙までやってきたと

いうのに、日本列島は各地から雪の便り

が……。 一年じゅうで乙の二月が一番よ

く雪が降り、また大雪になるととが多い

ようです。寒三十日を切りぬけたいま、まだ

朝夕の寒さは身に乙たえます。主婦は台

所に立って、いったい何年乙の寒さに耐

えてきた乙とでしょうか。毎年のととな

がら、つい口に出してしまいます。早く

暖かくならないかなあ……と。

わ

@⑧5 

(きさらぎ)

アメジスト(誠実)

バイオレット

梅(悲哀)

-つよ

FEBRUARY=知月

し報

誕生石

誕生花

2月の花

広

(おもな行事)

不用犬猫収集日(旧役場前) 1116 親探鐸
告--3月15日 (中央公民館〉

第25回昭和町卓球大会(町民体育
館)

母子手帳交付及び一般健康相談日
(中央公民館) 17 

18 第 4回昭和町社会教育推進大会

(中央公民館)

5歳児健康診査(中央公民館)水雨19 

20 

21 
乳児健康診査(中央公民館) 22 

23 乳児健康診査(中央公民館)

第25回昭和町卓球大会(町民体育

館)

26 

27 
国民健康保険税 2月分納期限F6か月児健康診査(中央公民1128

ギ
日

予
日
ル
お

病

7
ネ
~

人
~
ェ
間

成
間
省
月

2 

分節3 

4 春立

5
 6 

ア

針供養8 

24 

25 

9 

10 県民体育の日

国民の祝日

建国記念の日
11 

12 

13 
聖バレンタイ

ン デ、一14 

15 

収
集
日

4 

(月)

H 

12 

(*l 

ノ〆

ノノ

容

地

内

区

可

燃

物

全

地

区

6 

t7~ 

ガ
ラ
ス
・
プ
ラ

ス
チ
ッ
々
類

7 

附

可

燃

物

ノノ

14 

耐

15 

幽

金

属

類

西
条
地
区

18 

伺)

可

燃

物

全

地

区

20 

t7~ 

金

属

類

押
原
地
区

常
永
地
区

21 

附

可

燃

物

全

地

区

25 

円)

バf

28 

附

※
ゴ
ミ
は
指
定
の
袋
ま
た
は
荷
札

使
っ
て
、
収
集
日
の
午
前
8
時
初

ま
で
に
出
し
て
下
さ
い
。
な
お
、

月
は
祝
日
が
あ
る
た
め
収
集
日
の

更
が
あ
り
ま
す
の
で
よ
く
確
か
め

出
す
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

※
ス
プ
レ
ー
缶
等
の
出
し
方
に
つ
い

て。ス
プ
レ
ー
缶
等
は
爆
発
す
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
缶
に
穴
を
あ

け
て
中
の
気
体
を
抜
い
て
か
ら
出

て
下
さ
い
。


